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研究目的 

近年，タッチパネル上で扱うタンジブルインタフェースや，入力インタフェースを画面

外へ拡張する手法などの研究が行われている．しかし，こうした研究が行われる中，

ユーザ自身が理想とする機能を持ったインタフェースを作成可能な環境は未だ実現され

ていない．本研究では，導電性素材を縞模様状に配置したシールを貼り付けるだけで，

タッチインタフェースを様々な形に拡張する． 

研究内容 

柔軟な導電性素材によって縞模様を平面上に作成し，静電容量式のタッチパネルに貼り

付ける．これによってユーザはタッチパネルに直接触れずとも，この縞模様をタッチす

ることで，それに対応した箇所にタッチ入力を発生させることができる．縞模様シール

は入力を行う箇所の配置を変えることで，様々な形にインタフェースを拡張することが

できる．また，特定箇所でのタッチ入力を発生させるような離散的な入力だけでなく，

スクロール操作のような連続的なタッチ入力を実現した． 

用  途 

スマートフォンやタブレット端末，スマートウォッチ等のタッチインタフェースの拡張 

その他，家電・電子機器製品等，建築への応用 

回転操作-スクロール操作の変換 

産学連携 
研究を進めるために，透明導電性インクの開発・販売，本手法に適した導電性素材によ

る縞模様シールの作成可能な企業を探しています． 
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写真や図、グラフの 

 

タッチイベント転送手法 

 

 

 

 

 

 

 

 

タッチインタフェースの拡張事例 
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